
都内ハローワークにおける職種別有効求人倍率（平成26年5月）都内ハローワークにおける職種別有効求人倍率（平成26年5月）

有効求人倍率の動向 建設・看護・保育・介護分野で人手不足問題が顕在化。

平成26年5月の職種別有効求人倍率（倍） ※括弧内は前年同月

管理的職業 0.82 （0.79） 生産工程の職業 1.05 （0.82）

専門的・技術的職業 1.86 （1.63） 輸送・機械運転の職業 2.39 （2.10）

別紙１

看護師・准看護師 3.96 （3.92） 建設・採掘の職業 3.63 （3.30）

保育士 2.43 （1.92） 建設の職業 3.40 （3.03）

事務的職業 0.35 （0.30） 土木の職業 4.25 （3.39）

販売の職業 1.81 （1.54） 介護関係職種（※） 3.39 （2.65）

サービスの職業 3.01 （2.32） 職業計 1.20 （1.01）

※ 介護関係職種は、ケアマネージャー、ケアワーカー、訪問介護サービス員、ホームヘルパー、福祉施設の生活指導員・就労支援員等 （資料出所）厚生労働省「職業安定業務統計」
（注）１．4か月未満の臨時的雇用等を除く、常用の求職者（パートタイムを含む）の原数値

２．有効求人倍率＝有効求人者数÷有効求職申込件数


